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Iはじめに

白岩限石は，秋Ill県で発見された唯一の限ｲﾆiである。

現在，秋Ill県立博物館に寄託され，第1展示室ミ地球

の誕生､コーナーに展示されている。

本BBに|則しては，渡辺葛次郎(1921)が畑屋限石の

名で初めて報告し，その後，佐藤直宣（1984）が顕微

鏡写真を加えた報告をしてL,る。当初948.759であっ

たとされる本品は，発見以来67年を経過する中で，約

％に相当する291.4lgに減じているが，現在その保存

状態は良好である。

筆者らは，本,'li'lをX線アナライザーによって化学分

析したところ，備成鉱物の特質について若干の知見を

得たので，ここに報告するものである。

Ⅱ日本の陰石

限石は，主としてNiを含む金属鉄（鉄ニッケル合金，

Fe-Ni合金）と珪酸塩鉱物（カンランe,輝石，斜長

イィ）からできており，それらの鉱物の品比によって，

鉄限石または唄鉄，石鉄限石，石質mｲiに分けられる。

このうち，落下頻度がもっとも高いｲ｢質PiWiは，コン

ドルールを含むか否かにより，コンドライトとエコン

ドライトに区分されている。

Hey,M.H.(1966)およびHutehison,R.,Bevan,A.W.R.,

andHalLLM.(1977)によれば，世界中で発見された限

nの総数は,2309個とされているが，矢内椎三(1987:

によれば,1969年の日本の第1(1次南極観測隊によるI有

極での順石発見以来，現在に至るまで，南極|蝋石発見

総数は約7000個とされているので，世界中のPiH.総数

は，約10000個と↓、うことになる。

1-1*1到内において，発見かつ収雌された雌ｲiは，表

lに示すように，38個である。この藩ド位慨を地図上

に示したのが図’て．ある。

Ⅲ白岩噴石の発見と変遷

白岩順石の発見経過につL､ては，渡辺(1921;およ

び佐膝(1984)に詳しいが，保管場所も含めた変遷に

ついて記述しておく必要があるので，改めてダI]記して

ゑる。

〔発見〕1920年，図2，図3に示す秋田県仙北祁角

館町白粁前郷（旧白岩村白岩前郷）神明社南側の畑地

で発見さｵ1た。北緯39.34′48〃，東径140．37'6"

〔変遷〕

(1)1921年，東北大学渡辺葛次郎氏が鑑定し，畑屋限

石と命名，大きさ，体積，重さ，形，種類等につい

てntMSI~た。

い0~

図1H本の|脳ｲI落下分布図

＊|日職員，現秋田県立秋田北高等学校教‘諭＊＊秋田大学名誉教授
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図2白岩限石発見地（●印）
国土地理院発行2万5千分の1地形図「角館」
「羽後長野」使用

図3白岩順石発見地（中央の畑の棒のある所）
（北側の道路より昭和60年10月搬影）

東北大学では，｜損石を二分し，1個を保管（現在

不明）し，他の1個と実物大石膏模型を所有者に返

却した。しかし，現所有者である菅原憲良氏による

と，返却後の順石は，切断面が二面であったと記憶

しており，大きさは，半分よりやや'｣､形であったと

思われる。

(2)角館高女～角館I何,高保管（～1975年）

角館高女文化祭に出MM展示（限石と石膏模型）。の

ち，石膏模型は粉失。

1960年5月，国立科学博物館主催「1項石展｣に出iV.。

この時の本,',,',の重さは,373gとされている。

(3)秋川県立博物館寄託（1975～）

1987年12月時の本nn(図4)の重さは,291.41gで

あった。なお，現在，白瑞限石の一邪は，秋川大学

附属鉱業博物節において保管されており，その喧さ

は,1987年12月調査時,7.78qであった。

Ⅳ白岩娼石の化学的岩石学的区分

白岩|墳石は，さきに渡辺葛次郎（1921）によってi了己

載されたように，典型的なコンドライトで，多数のコ

ンドルールから成ることが肉眼でも顕微鏡でも明らか

である（図5，6）

コンドライトは，さらに化学的に，全岩組成中のFe

成分の多少によって，少ない方からE・H．L・LL．

Cの5グループに分類される。全Fe量の違いは｜i成鉱

物の量比に反映し，全Fe量の多いものほど金属鉄とト

ロイライト（単硫鉄鉱）中のFeが多く，珪酸塩（カン

…－－．.、′・をォ

図4白岩限ｲi(長径7cm)左表面（コンドルールがよく見える）右切断而

－25－
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図51損石の切断研摩面（接写）
輪廓のはっきりした直径l～2mmのコンドルールが多数見られる

図6限石薄片の顕微鏡写真（透過光線）

ラン石と輝石)に入ってくる固溶成分としてのFeが少

ない傾向がある。これは限石形成時の酸化還元状態に

よるもので,Eが最も還元的で,H-L-LL-Cの

順に酸化的になるとされている。これらのうち，最も

普通に出現するものはH,L,LLでこれらを普通コ

ンドライト(OrdinaryChondrite)という。E（エン

スタタイトenstatite)コンドライトおよびC(炭素

質）コンドライトは稀である。

E,H,L,LL,Cの分類法としては，珪酸塩鉱

物の鉄含有量に基づく方法が一般的で,Caの少ない斜

方輝石(Mg．Fe)SiOaおよびカンラン石<Mg-Fe)z

SiCのXFe,すなｵつち,Fe/Fe+Mg比（または100倍

したIOOXfo)の'｣､さい方からII側に，表2のように分類

している。

そこで，白岩|蝋ｲIの分類|ベ分を求めるために，コン

ドルールを惟成する斜方輝石（図7のp;とカンラン

石（○）の化学組成を，電了-ブローブX線マイクロア

ナライザー（日本電子:JXA-5型）を用いて分析

した。その結果（表3）によれば，白岩|填石はHコン

ドライト（またはブロンザイト・コンドライト）に相

－26－
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図7X線マイクロアナライザーで化学分析を行った薄片の顕微鏡写真
P分析した斜方輝石O分析したカンラン石

図8 伽ｲ丁研摩州の反射顕微鏡写真
N鉄ニッケル'Fe-Ni合金T
C珪酸塩鉱物から成るコンドルール

トロイライト(FeS)

当する。

一方，一方，同じ化学Ilクグルーブの中で，さらに限イiの岩

行学的な組織の如W(主としてコンドルールの輪廓が

はっきりしているかいな↓､かの程度）によって細分さ

れる。この場合，このような組織上の変化は，岨ｲ丁の

け天体上での熱変成の程度の違いを反映Lているもの

いわれ，その程度の低い方から1，2，3，4，5，

6，（7）と炎示される。これを#‘|石学I'lりタイプとい5。

なお，タイプ2，3のものて･は，カンランイiおよび

脚ｲの組成にばらつきが多く，輝ｲiはほとんどが噸斜

姉ｲiである。これに対し，タイプ4，5，6，7では

カンランイi・輝石の組成は均一で，輝洞のほとんどは

Caに乏い､斜方細打となる。ただしタイプ4では拙干

の']''-斜輝石も混じる。このようなことから，タイプ1,

2，3は始原的なHUiを代表するもので非平衡コンド

ライトとL,われ，一方タイプ4，5，6，7は平衡コ

ントライトといわれる。

白岩ISitfiの場合,ntiとカンラン石の組成のばらつ

き（均一性）にっL,ては，マイクロアナライザーによ・

って測定した複数のﾉ､!(に関する限りでは（統計学的な

－27－
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表2コンドライトタイブの化学的分類 厳密さは欠くが)，著しいばらつきはなさそうである。

また，コンドルールの輝石はほとんどが斜方輝石(ブ

ロンザイトbronzite)である。そのほかの珪酸塩鉱

物としては，単斜輝石と斜長石がX線マイクロアナラ

イザーで定性的に認められたが，いずれも少量て､ある。

不透明鉱物は，鉄ニッケル合金(Ni=4～6%程度),

トロイライト(troilite,FeS),およびそれらから変質

した褐鉄鉱質酸化鉄である（図8）。

以上から，白岩|ﾘIｲiの化学的#【¥u学的タイプは,H

4型普通コントライトと結論される。この極のコンド

ライトは，南極限石中でもごく普通に見出されてL､る･

以上の記救の中，白岩唄石につL､ての11:柄以外の解

説は，国立極地研究所編（矢|ﾉ1桃三ほか)（1987ノ「I'd

極の科学6南極阻石」によった。
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